
日時 2月13日（日）13:00〜15:00
飯田橋セントラルプラザ・オンライン（Zoom）

申し込み方法などの詳細は裏面をご確認ください

分科会No.23

SDGsの17の目標の中で、「貧困をなくそう」を1つ目に挙げられていますが、
コロナ禍で様々な貧困が加速的に進み、新たな問題や課題へと発展してい
ます。本分科会では、日本における、困難を抱える外国人の現状を知り、私
たちができる支援、取り組みについて考えていきます。

場所

コロナ禍での外国人支援に新たな動きを！

登 壇 者 紹 介

こんな方におすすめ！！
外国人支援に携わっている方
貧困問題に携わっている方
SDGsに興味がある方
貧困問題に興味がある方

ゲスト：ティック・タム・チーさん
一般社団法人在日ベトナム仏教信者会 代表会長
大恩寺ベトナム寺院 住職
1978（昭和53）年1月、ベトナム生まれ。大正大学人間学部仏教学科
卒業後、同大学大学院仏教学修士課程、さらに国際仏教大学院大学仏
教学研究科博士課程に進学して研究を続け、2014年3月満期退了。一方
で、2011年3月の東日本大震災発災時に、100名近い東北在住の在日ベ
トナム人避難者を保護する活動を行い、その後も引き続き東北の震災復興と
困窮する在日ベトナム人の生活支援を行う。2013年11月にベトナム仏教会
主席の釈智浄師から認可を得て、2014年2月に一般社団法人「在日ベトナ
ム仏教信者会」を設立し、会長に就任。同会会長として、全国の在日ベトナ
ム人仏教徒への伝道を行うとともに、行き場のない外国人技能実習生や在日
ベトナム人留学生たちの相談を受ける。2018年1月に埼玉県本庄市児玉に
開山したベトナム寺院大恩寺の住職となり、現在も、日本に暮らす在日ベトナ
ム人の駆け込み寺住職として活動している。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「分科会２３：貧困問題の「今」を知る ～見えにくい外国人の貧困にどう取り組むか～」は＜市民社会をつ

くるボランタリーフォーラムTOKYO2022＞の分科会の一つです。このフォーラムでは、暮らしの中から見え

てきた社会課題について、私たちに何ができるのかを一緒に考えていきます。今年のテーマは「みんなで

考える。だから、オモシロイ。」みなさまのご参加をお待ちしています。 

■開 催 期 間  ２０２２年２月１1日（金祝）～１３日（日） 
■会 場  飯田橋セントラルプラザ・オンライン(Zooｍ)・ほか 
■参 加 費  １分科会１,０００円  ＊高校生以下または、１８歳未満の方は無料 
■企 画  ボランタリーフォーラム TOKYO 2022実行委員会 
■主 催  東京ボランティア・市民活動センター 

■ア ク セ ス  ＪＲ総武線 飯田橋駅 西口改札右手 

 地下鉄 有楽町線・東西線・南北線・ 

大江戸線 飯田橋駅 Ｂ２ｂ出口  

■特設サイト  https://www.tvac.or.jp/vf/ 
■T w i t t e r 「＠voluntaryforum」 
■I nstagram 「＠voluntaryforum」 
■Facebook 「＠voluntaryforumtokyo （市民社会をつくる

ボランタリーフォーラム tokyo）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ・お申し込み先］ 東京ボランティア・市民活動センター  榎本・色部・上原・熊谷 

〒162－0823 新宿区神楽河岸１－１ 飯田橋セントラルプラザ10階 

TEL 03-3235-1171  FAX 03-3235-0050  HP http://www.tvac.or.jp/vf/   

＊特設サイトからお申込できます 

○「分科会２３：貧困問題の「今」を知る ～見えにくい外国人の貧

困にどう取り組むか～」への参加を希望される方は、右のQRコード

からお申込みください。（同時にほかの分科会への参加も申し込む

ことができます） 

○参加費の支払いが完了すると、参加券がダウンロードできます。 

○ホームページからのお申し込みが難しい方は、以下までお問い

合わせください。 

○分科会名： 貧困問題の「今」を知る 

 ～見えにくい外国人の貧困にどう取り組むか～ 

○日   時： ２０２２年２月１３日（日） １３：００～１５：００ 

○参加方法： 飯田橋セントラルプラザ１２階・オンライン（Zoom） 

○定   員： 会場 １０名、オンライン ３０名 

■ 日時・会場・参加費 

■ 市民社会をつくるボランタリーフォーラム TOKYO 2022について 

■ 参加申し込み方法 

https://www.tvac.or.jp/vf/

